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（公財）札幌市公園緑化協会 旭山記念公園管理事務所

「夏祭り in 旭山記念公園」を行いました

「旭山でノルディックウォーク」ご案内 8/23、9/13、10/11、10/18
旭山記念公園では、講師の方をお招きし、「ノルディックウォーク講習会」を行います。

ポールを利用した「ノルディックウォーク」では、ただのウォーキングとは運動効果が違います。

先生に正しい歩き方を学び、日々の運動にとりいれてみてはいかがですか？

全 4回行いますが、1回のみでのご参加ももちろん大歓迎です。

●「ノルディックウォーク講習会」2015 年 8 月 23 日、9月 13 日、10 月 11 日、10 月 18 日（いずれも日曜）

10 時から（90 分を予定） 旭山記念公園「森の家」集合 参加費：ひとり100 円（保険代）雨天決行

定員 20 名 ※事前申込必要です。また申込時「ポール」貸出ご希望の際はお申し付けください。

8月 2日（日）、「夏祭りin 旭山記念公園」を行いました。

ヨーヨーすくい、スーパーボールすくい、森のクラフトの他、点字の紙を用いた封筒作り体験、ほほえみバ

ザー、花の苗販売、アイビー挿し木育て方講座、

ケータリングカフェ「バンジ」等のブースが出ました。

段ボール迷路も好評でした。

暑さの中ご来場いただけた方には

楽しんでいただけたかと思います。

「GPS 樹木調査」第３回目の様子と第４回目のご案内 8/30

7 月 26 日（日）「GPS で旭山の木の地図を作ろう」、第 3回目が行われました。

今回は暑い夏に日陰の多い森の中を調査地に選びましたが、あいにくの雨模様。

時間をいつもより短めに、公園内西側エリアの樹木調査を行いました。

しかし、このエリアは笹に囲まれた大木が多く、ダニが多い夏場には調査は

避けたいとのことで、スノーシューで近づける冬に持ち越しの樹木も多く出てきました。

ポプラやクリなど、昔牧場だった名残を感じさせるのもこのエリアの特徴でしょう。

樹木調査はまだまだ続きます。

■「学びの森を調べよう！」8月 30 日（日）のご案内

8月の GPS 樹木調査は本題とは少し離れ、「学びの森を調べよう！」として行います。

「学びの森」は、展望台北側の斜面下にある広さ1haほどの植樹林。

旭山記念公園開基の際に、道内で見られる樹木を100 種類集めて作られた林です。

それから40 年以上が過ぎ、100 種本当にあるか、それら樹木の状態はどうかを見るのが今回の目的。

さらには、うっそうとした林の中を歩いて気持ちがいい空間にできないか、市民と行政・指定管理者が一緒

になって考える機会を持ちたいとのことで、「学びの森」を調べることにしました。

ブナの植樹もあるなど、樹木・植物好きの方には楽しい場所でもあります。

巨樹大木については、通常の GPS 調査も平行して行います。

当日のご参加をお待ちしております。

◎「学びの森を調べよう！」

2015 年 8 月 30 日（日）9時半「森の家」集合、14 時頃まで 参加費 100 円（保険代として）雨天決行

※当日は昼を挟むので昼食のご用意をお願いします。
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8 月号は 7月下旬にイベントが重なった影響で発行が遅れたことをお詫び申し上げます。

今年の 7月はまるで梅雨のような天気、からっと晴れる日が少なかったですね。

その影響かどうか、「ゼフィルス」、ミドリシジミが今年はとても少なかったように感じられます。

短い夏、彼らに会えるのはまた来年ということになりそうです。（編集人：皆川昌人）

コサメビタキに会おう！

7 月は巣立ち幼鳥が多く見られます。

親子連れで行動しますが、種に関係なく集まった「混群」を形成し、

時には 50 羽以上の大きな「混群」が見られることもあります。

カラ類はもちろん、センダイムシクイ、メジロ、アオジ、アカゲラなど、

またヒヨドリもその群れに混じって行動します。

「混群」に当たるとしばらくはじっくりと観察することができます。

センダイムシクイはお盆をすぎると南に渡ってゆきますが、その

前の時期は囀りもよく聞かれ、観察機会が多くなります。

8月にはオオルリの幼鳥も出てきます。

一時聞かれなくなるオオルリの囀り、しかしよく聞くと、何か違う。

下手、と見上げると、翼のみが青い幼鳥、ということがあります。

木々の葉が生い茂り、鳥の姿がなかなか見られない8月。

しかし、8月の森は、鳥たちの生命力に満ちているのです。

旭山記念公園「森の家」周辺では今、コサメビタキがよく見られます。

7月下旬に幼鳥連れの親子が現れるようになりましたが、幼鳥は体に薄いタテの斑が入るのが特徴。

以来、ほぼ毎日「森の家」周辺でコサメビタキが見られるようになっています。

ただし、幼鳥もだいぶ成長し、タテの斑が目立たなくなってきました。

コサメビタキは囀りも体色も地味で目立たない鳥ですが、よく見ると

目が大きくくりっとしていてかわいい。

今なら「森の家」の辺りに1時間いればきっと見られます。

この夏はコサメビタキに会ってみてはいかがですか？

コサメビタキは 9月中旬頃に南に渡ってゆきます。

その他 7 月の野鳥：幼鳥がいっぱい！

アオジ幼鳥
ゴジュウカラ幼鳥

ヒガラ幼鳥

アカゲラ幼鳥

ホオジロ幼鳥

旭山記念公園では、9 月 12 日（土）に初心者向け写真撮影講座を行います。

デジタル一眼レフ初心者の方、ネイチャーフォトを始めたい方が対象です。

詳細はホームページや掲示板などで追ってお知らせいたします。


